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福祉職員キャリアパス対応
生涯研修課程について

特集

❶ 

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応

生
涯
研
修
課
程
と
は

　

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程

（
以
下
、「
本
課
程
」）
と
は
、
高
齢
者
福
祉
や
障
害

者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
福
祉
の
全
分
野
（
以
下
、

「
福
祉
」
と
総
称
）
に
共
通
に
求
め
ら
れ
る
能
力

を
開
発
す
る
た
め
の
基
礎
研
修
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
な
目
的
と
特
徴
が
有
り
ま
す
。

1 

目 

的 　
　
　
　
　

❶ 

福
祉
職
員
が
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
筋

を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
段
階
に
応
じ

て
共
通
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
段
階
的
、
体
系
的
に

習
得
す
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

❷ 
各
法
人
、
事
業
所
が
、
主
体
的
に
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
を
整
備
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
職
員
育
成
施
策
を

確
立
・
実
施
す
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。

2 

特 

徴 　
　
　
　
　

❶ 

福
祉
職
員
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

道
筋
を
描
く

　

福
祉
職
員
が
自
ら
の
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
り
、

ま
た
、
新
た
な
知
識
や
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
の
将

来
像
を
描
き
、
職
業
人
生
の
意
味
を
深
め
、
そ
の
価

値
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
職
員
が
働
き
続
け
て
い
く
上
で
の
力

と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
や
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❷ 

福
祉
の
全
分
野
・
全
職
域
に
共
通
し
て

求
め
ら
れ
る
能
力
を
開
発
す
る

　

福
祉
の
ど
の
分
野
の
施
設
や
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、

共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
能
力
を
開
発
す
る
研
修
で
す
。

異
な
る
分
野
の
施
設
・
事
業
所
を
持
つ
法
人
で
あ
っ
て

も
、
共
通
言
語
・
共
通
理
解
を
持
っ
て
職
員
の
育
成

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸ 

キ
ャ
リ
ア
の
各
段
階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る

能
力
・
役
割
を
段
階
的
・
体
系
的
に
学
ぶ

　

初
任
者
か
ら
管
理
者
に
至
る
ま
で
、
キ
ャ
リ
ア
の
各

段
階
で
求
め
ら
れ
る
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
、
全
社
協

開
発
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
専
用
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、

段
階
的
・
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研修の様子
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● 

用
語
解
説

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程について

❷ 

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
取
り
組
み

1 

研
修
指
導
者
の
確
保 　
　
　
　
　

　

福
祉
関
係
種
別
協
か
ら
推
薦
さ
れ
た
施
設
長
・
管
理
者
及
び

学
識
経
験
者
等
を
全
社
協
「
中
央
福
祉
学
院
」
の
指
導
者
養
成

研
修
に
派
遣
・
登
録
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
向
上
を
図
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
等
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
県
内
指
導
者
養
成
を
進
め
ま
す
。

2 

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応

生
涯
研
修
課
程
移
行
の
進
め
方 　
　

　

従
来
の
階
層
別
研
修
を
次
の
通
り
段
階
的
に
本
課
程

に
移
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

❶ 

平
成
３０
年
度

　

従
来
の
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」

を
本
課
程
の
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
と
し
て
試

行
的
に
実
施
。

【�

福
祉
サ
ー
ビ
ス�

】

生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
に

対
す
る
専
門
的
サ
ー
ビ
ス

【�

キ
ャ
リ
ア�

】　　
　

生
涯
を
通
じ
た
職
業
人
生
経
路
、
時

間
軸
で
見
た
職
業
生
活
の
パ
タ
ー
ン

【�

キ
ャ
リ
ア
パ
ス�

】

法
人
・
事
業
所
が
示
す
キ
ャ
リ
ア
の

進
路
・
道
筋
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支

援
施
策
）

❷ 

平
成
31
年
度

　
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
ほ
か
、

従
来
の
「
新
任
職
員
研
修
」
を
「
初
任
者

コ
ー
ス
」
と
し
て
、
本
課
程
で
実
施
。

❸ 

平
成
32
年
度

　

こ
れ
に
加
え
、「
中
堅
職
員
研
修
課
程
」

を
「
中
堅
職
員
コ
ー
ス
」
と
し
て
、
本
課

程
で
実
施
。

❹ 

平
成
33
年
度

　
「
初
任
者
コ
ー
ス
」、「
中
堅
職
員
コ
ー

ス
」、「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
に
、「
管

理
者
コ
ー
ス
」
を
新
た
に
加
え
、「
上
級
管

理
者
コ
ー
ス
」※ 

以
外
の
４
コ
ー
ス
に
つ

い
て
、
本
課
程
で
実
施
。

※
「
上
級
管
理
者
コ
ー
ス
」
は
、
中
央
福
祉

学
院
（
ロ
フ
ォ
ス
湘
南
）に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

特 集

移行年度
（予定）

平成31年度

平成32年度

試行的に
実施中

研修の内容

福祉サービス提供者、チームの
一員としての基本を習得する。
福祉職員としてのキャリアパス
の方向性を示唆する。

中堅職員としての役割を遂行
するための基本を習得する。
中堅職員としてのキャリア
アップの方向を示唆する。

チームリーダー等の役割を遂
行するための基本を習得する。
チームリーダーとしてのキャリ
アアップの方向を示唆する。

想定する受講対象者

● 新卒入職後３年以内の
職員

● 他業界から福祉職場へ
入職後３年以内の職員

● 担当業務の独力遂行が
可能なレベルの職員

（入職後概ね３〜５年の節目
の職員）

● 近い将来チームリーダー等
の役割を担うことが想定
される中堅職員

● 現に主任・係長等に
就いている職員

名 称

初任者
コース

中堅職員
コース

チームリーダー
コース

キャリアデザインと
セルフマネジメント

科目1
福祉サービスの
基本理念と倫理

科目2 人材育成・能力開発
科目

4
科目

5
科目

6
科目

7
科目

8

業務課題の解決と
実践研究

リスクマネジメント

多職種連携・
地域協働

組織運営管理
メンバーシップ・
リーダーシップ

科目3

基軸科目 基礎科目

重点科目

啓発科目

職場内研修あるいは事業者団体・専門職団体等の
研修課程との連携

◆ 福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程概要

◆ 福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程（科目概念図）
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群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業 

事
務
局

（
群
馬
県
社
協 

施
設
福
祉
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７-

２
１
２-

８
２
８
７

群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業

「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

こ
の
事
業
は
、
参
加
表
明

を
し
た
県
内
１
３
０
を
超
え

る
社
会
福
祉
法
人
内
の
施
設

に
「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
」

を
配
置
し
、
地
域
住
民
の

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た

困
り
ご
と
に
対
し
、
対
象
を

限
定
せ
ず
に
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
く
取
り
組
み
で

す
。
解
決
で
き
る
相
談
は
そ

の
場
で
解
決
し
、
難
し
い
場

合
で
あ
っ
て
も
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
支
援
先
に
つ
な
い

で
い
き
ま
す
。

　

県
内
の
各
地
域
に
い
る

「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
」

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
、
地
域
の
困
り
ご
と
に

向
き
合
っ
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
24
日
、
群
馬
県
ふ
く
し
総
合
相
談
支
援
事
業

の
本
格
的
な
実
施
を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
平
成
30
年
度 

全

体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
県
域
の
福
祉
種
別
で
構
成
さ
れ
る
16
団
体
が

登
壇
し
、
事
業
の
開
始
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事

務
局
に
よ
る
事
業
説
明
、
文
京
学
院
大
学
の
中
島
准
教
授
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
体
で
社
会
福
祉
法
人
に
求

め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
」
の
資
質
の
向
上
は
、
こ
の
事

業
を
進
め
て
い
く
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
の
１
つ
で
す
。
平

成
30
年
8
月
13
日
と
9
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
Ⅰ
で

は
、
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
く
上
で
の
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
ご
と
の
「
な

ん
で
も
福
祉
相
談
員
」
間
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
演
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

1

<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

全
体
会
議

な
ん
で
も
福
祉
相
談
員
研
修
会
Ⅰ
（
基
礎
編
）

開会にあたり事業の意義を語る県経営協の南波会長

▼  

このステッカーが目印です

和やかな雰囲気で演習に取り組む、なんでも福祉相談員
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こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ぐ
ん
ま
事
務
局

（
群
馬
県
社
協
生
活
支
援
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７-

２
１
２-

０
０
１
１

社会福祉法人
群馬県共同募金会
〒３７１ｰ０８４３

群馬県前橋市新前橋町13-12
群馬県社会福祉総合センター4階

ＴＥＬ ０２７-２５５-６５９６
ＦＡＸ ０２７-２５５-６２１４

県
内
こ
ど
も
食
堂
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
！

～
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぐ
ん
ま

設
立
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
～

共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
ま
す

　

平
成
30
年
７
月
15
日
（
日
）、
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て

２
５
０
名
超
の
参
加
が
あ
る
中
で
開
催

し
、
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぐ
ん

ま
（
以
下
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
社
会
活
動
家
・
法
政

大
学
教
授
の
湯
浅 

誠
氏
よ
り
、
現
代

に
お
い
て
家
庭
で
の
育
児
は
余
裕
が

な
い
こ
と
が
多
く
、
学
校
教
育
で
も

同
様
で
あ
る
た
め
、
家
庭
と
学
校
だ

け
で
は
な
い
「
地
域
」
を
含
め
て
「
で

き
る
人
が
、
で
き
る
範
囲
で
」
子
ど

も
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
こ
ど
も
食
堂
で
あ
る
こ

と
、
全
国
で
２
８
０
万
人
の
子
ど
も

が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
修
学
旅
行
に

参
加
で
き
な
い
例
を
挙
げ
て
、
目
に

見
え
に
く
い
貧
困
問
題
を
抱
え
る
子

ど
も
へ
の
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　

群
馬
県
で
は
71
回

目
と
な
る
共
同
募
金

運
動
が
10
月
1
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
赤
い

羽
根
募
金
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
の
や
さ
し
さ
は
、

子
ど
も
た
ち
、高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
を
支

援
す
る
身
近
な
地
域

の
福
祉
活
動
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
各
市

町
村
に
共
同
募
金
の
窓
口
を
置
き
、
寄
付
金
の
募
集
・

福
祉
団
体
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
赤
い
羽
根

募
金
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

～ 

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。～

　

ま
た
、
県
内
で
こ
ど
も
食
堂
を
実
施

す
る
３
団
体
か
ら
、
店
舗
活
用
、
社
会

福
祉
法
人
の
公
益
的
な
取
り
組
み
の
一

環
、
個
人
で
実
施
、
と
様
々
な
取
り
組

み
方
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
の
こ
ど
も
食
堂
が
地
域

で
よ
り
安
心
・
安
全
な
居
場
所
と
な
る

よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
研
修
会

や
情
報
交
換
会
を
実
施
予
定
で
す
。

2

3

T O P I C S  <<<<<<< 

詳しくは、群馬県共同
募金会HPをご覧ください。
http://www.akaihane-gunma.or.jp

活動紹介時の様子

講演をする湯浅 誠 氏
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今井 洋子さん

松澤 順子さん

関口 陽子さん

施設長

副施設長

ユニットサービス課
課長

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設

��

さ
と
の
花
で
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
人
材
育
成
に
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
主
な
取

り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
今
井
、
以
下
（
今
））
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

特
徴
的
な
も
の
は
専
門
技
術
の
レ
ベ

ル
を
明
確
に
し
て
評
価
す
る
「
キ
ャ

リ
ア
認
定
制
度
」、
介
護
技
術
を

楽
し
く
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
「
さ
と
の

花
グ
ラ
ン
プ
リ
」、
新
入
職
員
向
け

研
修
「
即
プ
ロ
介
護
技
術
研
修
」、

同
じ
く
新
入
職
員
を
対
象
に
、
先

輩
職
員
が
仕
事
や
私
生
活
な
ど
総

合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
「
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
は
別
の
取
り
組
み
で
す
が
、

実
は
す
べ
て
が
関
連
し
て
い
て
、
そ

れ
ら
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
機
能
し

て
い
ま
す
。

�
�

「
キ
ャ
リ
ア
認
定
制
度
」
を
利
用

し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
関
口

さ
ん
は
、
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

（
関
口
、
以
下
（
関
））
日
々
の
業

務
の
中
で
、
自
分
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を

上
げ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

�
�

今
後
の
目
標
は
。

（
関
）
課
長
と
し
て
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
に

も
で
き
る
だ
け
レ
ベ
ル
認
定
を
取
っ
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
す
す

め
た
い
で
す
。

（
松
）
私
は
こ
こ
の
立
ち
上
げ
と
同
時
に

入
職
し
て
、ず
っ
と
「
人
を
育
て
る
こ
と
」

が
自
分
の
仕
事
だ
と
思
って
い
ま
す
。
気

持
ち
や
悩
み
に
寄
り
添
っ
た
り
、
資
格

を
取
り
た
い
な
ら
そ
れ
を
応
援
し
た
り
。

本
人
の
希
望
に
合
わ
せ
た
成
長
に
協
力

し
て
い
こ
う
と
思
って
い
ま
す
。

（
今
）
さ
と
の
花
に
は
３
つ
の
大
き
な
目

標
が
あ
って
、
１
つ
目
は
「
さ
と
の
花
の

ご
利
用
者
様
と
そ
の
ご
家
族
に
心
安
ら

か
に
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
」、
２
つ

目
は
「
地
域
の
方
が
安
心
し
て
す
べ
て

を
さ
と
の
花
に
任
せ
て
く
れ
る
、
地
域

の
人
に
いっ
ぱ
い
来
て
い
た
だ
く
こ
と
」。

そ
し
て
そ
の
２
つ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

３
つ
目
の
「
職
員
が
い
つ
も
笑
顔
で
自

信
と
誇
り
を
持
って
い
き
い
き
と
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
」
が
す
ご
く
大
事
な
こ

と
だ
と
思
って
い
ま
す
。
と
に
か
く
地
道

に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

制
度
が
あ
っ
た
こ
と
で一
歩
踏
み
出

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
普
段

の
仕
事
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
基
準

に
沿
っ
て
評
価
し
て
も
ら
え
る
の
で

自
信
に
な
り
ま
す
し
、
給
与
に
反

映
さ
れ
る
の
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
基
準

が
あ
る
こ
と
で
他
の
人
に
も
教
え
や

す
い
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

逆
に
評
価
を
す
る
立
場
に
な
り
、

現
場
の
仕
事
を
し
な
が
ら
評
価
も
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
も
ど
か

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

��

次
に
「
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
松
澤
、
以
下
（
松
））
自
分
た
ち

の
職
場
は
自
分
た
ち
の
手
で
働
き
や

す
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
専
門
性
、

業
務
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

福
利
厚
生
／
職
場
環
境
、
広
報
と
い

う
６
つ
の
チ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
職
場
に
自
分
た
ち
の

考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

こ
の
制
度
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　本会は、平成12年３月に発足した連絡協議会時代から、一貫してケアマ
ネジャー相互の連携と資質の向上、介護保険制度の正常な運営に寄与する
ことを目的として活動してきました。
　各地域で構築しなければならない地域包括ケアシステムの構築と「誰も
が最後まで自分らしく暮らし続けることが出来る地域づくり」の実現に向
けて、当会も努力し取り組んでおります。

 一般社団法人 群馬県介護支援専門員協会

会長　大澤 誠

一般社団法人 群馬県介護支援専門員協会

　

誰
も
が
誇
り
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
働

け
る
職
場
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

シ
ェ
ス
テ
さ
と

の
花
。
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

る
３
名
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

マ
グ
ノ
リ
ア 

２
０
０
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

シ
ェ
ス
テ
さ
と
の
花

施
設
長 

今
井 

洋
子
さ
ん

副
施
設
長 

松
澤 

順
子
さ
ん

ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
課 

課
長 

関
口 

陽
子
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つながる
福祉
インタビュー

県 社 協 会 員 紹 介
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設

　

東
吾
妻
町
の
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

へ
の
取
組
は
、
平
成
28
年
３
月
か
ら
三
者

（
行
政
・
包
括･

社
協
）
で
「
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
」
の
話
し
合
い
を
行
い
、
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
6

月
29
日
に
第
1
層
（
町
全
体
）
と
第
2
層

（
5
地
区
）の
協
議
体
が
発
足
す
る
ま
で
に
、

町
全
体
の
勉
強
会
、
地
域
福
祉
座
談
会
、

第
2
層
協
議
体
設
立
準
備
会
等
を
計
１８
回

行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
県
社
協
の

中
越
課
長
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
各
地
区
の
第
2
層
協
議
体
で

活
発
に
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
話
し
合
い
を
通
し
地
域
住
民
（
協
議
体

構
成
員
）
と
直
接
ふ
れ
合
う
こ
と
は
、
社

協
職
員
と
し
て
と
て
も
前
向
き
な
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

す
ぐ
に
成
果
が
見
え
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
目
標
に
近
づ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
東
吾
妻
町
協
議
体
は
、

行
政
・
包
括
・
社
協
と
住
民
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
、「
高
齢
者
に
な
っ
て
も

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

の
推
進
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

取
組
に
つ
い
て

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

社会福祉法人
東吾妻町社会福祉協議会

吾妻郡東吾妻町大字川戸233番地1
TEL　0279-68-2772
FAX　0279-68-0051

東吾妻町社会
福祉協議会
ホームページ

ワークショップに真剣に
取り組む住民

町長より委嘱状を受ける
構成員
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I N FORMAT ION

平成30年度 群馬県社会福祉大会
～誰もが役割を持ち、活躍できる、
地域共生社会の実現のために～

平成30年度
子どもの居場所づくり
ボランティアスキルアップセミナー

　本大会は、県内の社会福祉関係者が一堂に
会し、社会福祉に関する課題の解決に向けた
決意を新たにするとともに、多年にわたり社
会福祉の発展に功績等のあった方々に感謝と
敬意を表し、本県における福祉活動の更なる
普及と社会福祉の一層の充実を図ることを目
的として開催します。

　子どもの居場所づくりを実践している方、
これから始めたいと考えている方を対象とし、
群馬県内の子どもと取り巻く環境、子どもの
居場所の具体的な運営手法や子どもとの関わ
り方等を学んでいきます。同じ地域の一員で
ある子どもたちのために、一緒に考えていき
ませんか？

※お申し込み方法等、詳細は県社協ホームページでご確認ください。

期　日　平成30年11月21日（水）
会　場　昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館）大ホール
　　　　〒371-0805
　　　　群馬県前橋市南町三丁目62-1
事務局　群馬県社会福祉協議会（大会事務局）
　　　　TEL 027-255-6033
　　　　FAX 027-255-6173

内　容　第一部　記念講演（10:30〜11:45）
　　　　　　　　演題　「写真で伝える“今”」
　　　　　　　　講師　安田�菜津紀 氏（ フォトジャーナリスト ）

　　　　第二部　式典（13:00〜14:00）

内�容　※３会場同内容で実施

導�入�　　　　　　　　
説明『群馬県の子どもを
取り巻く環境について』
説 明 　　　　　　　　
群馬県こども未来部
子育て･青少年課

第一部�　　　　　　　　
講義『コミュニケーション
の上手く出来ない子ども
達への接し方』
講　師　　　　　　　　　　　　　　　　　　
群馬県児童相談所

第二部�　　　　　　　
説明『食事提供における
衛生管理について』
説　明　　　　　　　　　　　　　　　　
群馬県健康福祉部
食品･生活衛生課

第三部�　　　　　　　　　
講義･演習･事例検討
『子どもの居場所づくりの
具体的な運営方法・取組事例』
講　師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
NPO法人 豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
理事長  栗林 知絵子氏

各会場50名

子どもの居場所づくりや子どもの支援に取り組んでいる方、
また取り組む予定の方

●�中毛会場　平成30年10月11日(木)  10:30～16:30  
市町村会館501研修室

（前橋市元総社町335-8／☎ 027-290-1366）
●�東毛会場　平成30年10月18日(木)  10:30～16:30

太田市福祉会館 大会議室
（太田市飯塚町1549／☎ 0276-46-6041）
●�西毛会場　平成30年10月26日(金)  10:30～16:30

高崎市中央公民館 集会ホール
（高崎市末広町27／☎  027-322-5071）

日 時
会 場

定 員

参 加
対象者

お 知 ら せ

編集／発行
社会福祉法人�群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　平成30年10月１日

 日本酒、豆腐、いわし、さつまいも、きのこ。いずれも10月に記念
日がある。食欲の秋だ。思い浮かべると喉がなるが、あれもこれも
と欲張っても、食べきれず残してはもったいない。
　食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」は国内で646万トン。
世界の食糧援助量の２倍に上る。群馬は１人当たりの可燃ごみ排出
量が全国ワースト。その３割は生ごみで、食品ロス大県だ。
　10月はごみの減量などを目指す3R推進月間でもある。食べ物を余
分に買わず使い切る、フードバンクに寄付するなどして賢く秋の味
覚を味わいたい。

	 編集委員　上毛新聞社前橋支局長

石垣 光広

あ と が き
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